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物が物l腫物が軌が巧妬脚l侮脚r肋がl吻ッlポ呵吻1劇物lボ岬加西

梅ト　●　威軌晦迎　●　鞠

う　高校鞋愚者仰．軸木市乳唐山で

発　ん（夜簸）出頭の勤し一事

▲倉敷lっばLlの300胸巧く汚白．犀珪大学）

√よね球）喝増血巧

沖
縄
か
、
り
蓼
和
レ
館
野
も

仲
夏
さ
ん
（
声
宙
貝
辞
虔
幹

帝
展
．
屠
蘇
蔓
）
ぱ
っ
整

理
こ
戦
争
鰐
沖
縄
綬
磨
考
慮
葡

す
虜
。
新
嘗
理
厚
顔
は
言

草
l
二
項
夢
。
智
東
l
く
磨
っ
て

号
や
廓
に
神
慮
の
磨
雇
を
封
菅

蜜
旨
い
し
、
仰
山
免
夢
亡
ぼ
1

沖
鍵
の
節
房
水
止
が
皮
対
。
町

野
東
商
剣
や
詞
多
年
幕
の
顔
名

べ
書
留
を
辞
し
匿
い
ー
嘗
好
え
。

脚
感
冒
蕗
だ
り
る
呼
ハ
余
が

紡
げ
ウ
け
茅
レ
詰
。

代
書
何
は
節
目
心
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予
軍
曹
は
1
0
月
3
日
㈲

1
－
傍
聴
1
宗
い
牒
千
で
い

が
再
河
合
の
牽
・
田
庫
憂

義
時
甲
夢
（
年
後
－
撃
吾

妻
に
曹
魯
（
解
威
〃

夢
発
）
が
立
ち
課
す
。

ご
賢
．
傍
虎
を
お
磨
l
U
レ
質
す
。

帝
正
夢
針
脚
慮
弔
辞
夢
前
腰
鶴
倦

呵
　
碧
露
残
債
巧
経
済
の
者
控
化

l
4
億
円
叔
苧
写
菌
て
ヲ
ヰ
万
甲
そ

の
柁
嵩
の
内
容
七
な
っ
て
い
要
す
。

．
竜
三
　
っ
ゝ
つ
も
ふ
う

ど
っ
ち
が
托
？

⑳
　
蜜
参
合
せ
の
師
．

和
代
ギ
ぼ
妥
檻
が
”

曇
言
伝
禦
鼠
色
頭

綻
・
■
ゥ
な
み
ず
㌍
舛
戦

昇
天
ガ
、
と
了
フ
ー
ん

乾
季
ダ
貯
ガ
、
ヒ
磨
え
尼
V

と
の
こ
と
。

経
常
の
揮
ワ
ズ
・
網
野

を
亡
く
レ
愛
車
嶋
崎
再

び
敷
尋
の
世
の
中
に
レ
た

、
り
り
ガ
ん
．
と
紆
＜
朗
え

で
い
芽
レ
た
。

⑳
　
尊
∧
（
新
田
轟

人
の
金
）
の
嘘
例
・
乎
新

穀
壷
考
夢
。

平
叙
∧
象
目
顔
U
、

琴
藍
警
告
品
薄
ワ
ー
ガ

か
軌
名
作
ぜ
虜
せ
し
だ
。

◎
　
細
密
て
轟
繋

承
工
蒙
（
打
番
）
に

卓
と
世
か
打
者
レ
庭
。

方
位
喜
、
木
工
宏

劇
帝
王
考
古
虐
蔽
・
ブ

ラ
フ
な
ど
．
毒
り
レ
い

〝
専
攻
を
す
。

⑳
∴
毎
年
欝
レ
み
l
二
し
て

い
る
オ
ー
ル
ド
げ
り
し
ヌ

化
彦
ハ
。
何
と
げ
ヌ
の
ザ

作
る
。
ビ
爪
昌
え
か
イ
り
‥


